
内海水研報告第4号

アキアミ（AcetesjaponicusKishinolly6）の

生態学的研究並びにその繁殖保護に就いて＊

内海区水産研究所 安田治三郎。高森茂樹・仁科重已

Study　on　the　EcOlogy　of　Akiami（・4cα88ゴ叩o窺側s　K奮んれo駈ッ8）＆nd　it3multiPlication　and　P「otection・

　　　　　　　　　　Jisaburo　YASUDA．Shigeki　TAKAMORL　Shigemi　NISHINA。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

“AKIAMI”，one　of　the　impご）rtant　aquatic　products　along　t氣e　coast　of　OKAYA⊃γIA　prefecture，were

sampled　t、vice　every　month　by　small　net　trawling　in－and　outside　of　KASAOKA　Bay，　and　from

fishermanfs　catch　in　the　same　distri（＝t．

　　1，　Sex　is　easily　disαiminated　by、position　and　direction　of　genital　pore　besides　presence　or

　　　　　absence　of　petasma．

　　・2・　Elongation　of　spinaly　prccess　of　petasma　occurs　in　spawning　season．

　　3。　Relative　gro、vth　bet、veen（1）carapace　Iength（C）and　b失）〔ly　length（L）

　　　　　　　Male　　　C＝071801L十2，043
　　　　　　　Female　　　C＝0，18i4L十1，129　　（Range　of　b（xiy　leng由10－20mm）

　　　　　（2）　body　Iength（L）and　bこ）dy、veight　（W）

　　　　　　　Male　　W＝10－5x2，6424L2・66
　　　　　　　Female　W；10－5x2，249L2・75

　　4．　Two　type　of　generat萱on＄　are　found　in　the　life　cycle；wiater（10ng：）and　suζnmer（short）

　　　　　Life　span　of　bOth　generations　are　『0～l　l　lnonths　and25～50　days　respectively・

　　5。Ecologicaldetailsarsasfollows；
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　　緒　　言

　アキアミの棲，患場として知られている処は岡山県を中心とする瀬戸内海中央部沼岸，大分県内海区滑岸，

有明海，宮崎県沼岸，島根県中ノ海，富山湾の他朝鮮の全羅南道，京畿道であるoアキアミに関し現在まで

に副島（1926）は有明海アキアミの発生特にNaupliusよりZoea　stagc迄を明らかにしている・又吉田裕

（1949）は朝鮮産のもの特に生殖器の発．達，成長を明らかにしているo又佐賀県水産試験場（1949）では有

闘海のアキアミに就いてその成長，産卵期の調査を行っているo著者等は岡山県笠岡附近に多産するアキ

アミが極めて短期聞犀出現して県下屈指の水産物であるにも拘らず，その生態が明らかにされてないので之

を究明すると共に適正な漁期の決定，並びに繁殖保護の基礎資料とするために，之を取揚げた。倫調査に当

り御指遵を賜った花岡所長並びに日下部披官・御校閲を預いた大嶋東大教授，叉調査資料の規供に与った岡

山県水産課並びに，関係漁業組合各職員の方々に深謝を表すo

　叉有明海産アキアミは西海区水研池末鼓官，中ノ海産アキアミは島根永試太田技師の好意によるもので厚

く謝意を表わすものであるo猶測定及び整理を分担した長原鈴子並び浅野叔子両氏に併せて感謝を表するo

　　漁　　場

　アキアミは商山県活岸の殆んど全般に渉て多少に拘らず棲息するがその漁場は主として広島県，鞠附近よ

り東へ岡山県小田郡及び浅口郡の高梁川尻迄（この中特に小田郡神島週辺より浅口郡大島村地先）と児島湾

口より東へ邑久郡，和気郡・兵庫県界迄（この中特に長嶋南及び牛窓附近）である。

本研究は之等の漁場のうち前者に主眼を置いて行われたものである・

　　　　　　　　　　　　　　　　　奮槻欝蹄　　　　　　　　　　塘こ．
、§噺　　　　　　　　　　　　　　　　　臼購▼ll一　　　聯㎡水嶋．．き　　　　．　箕嶋’
　　　　　　　　　　　　　　ロず　　・矯　　　　見衝ノ外瀧　　　　　　　　　崎らー欝『整
　一”㌦～■－』二芦田川

三駝　　　θ：諺大高嶋

鞭哉

Figl．Fishinggr・md・fAcetes∫a？・nicus・
　　□：Fishinggrσund画：Mainfishinggr・und。xx冥xx　Regi・nthelarvae・vere・11ected

　　漁　　期

　漁期は9月中旬より初まり目月に終るのが普通であるが，漁場は時期により多少の移動を見るQ即ち漁期

の初の9月中旬は神島西婬見崎附近が多く，旧月は神島外浦港前より東へ大嶋村正頭地先まででこの期聞が

盛期であり広島県香川県よりの入漁の漁船も加えてアミ澹網百隻以上が海を埋め，潮疏に従って早朝より夕

方迄互に機賊力を以て競い実網する。目月は前月に比べ相当減少するのが通例であり，叉漁場が漸次東へ移

動する。即ち寄島より高梁川尻に移るものと，笠岡湾奥へ移るものと二群がある。叉岡山県東部の児島湾口

は西部に比べで常に約一ヵ月位おくれて，9月の漁は殆んど無く10月中旬頃より漁期に入るのが普通で【1月

が盛期になクている。岡山県西部及び東部のアキアミ資源は中聞の無陵息地帯の存在iより推して別個のもの

ではないかとの暗示をうけるo
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　漁獲と潮汐の関係は割合に明らかに現われている。笠岡附近め漁況を9月及び10月に漁業者の記録より小

潮日を中心としてその前後に漁、獲量を四っに（多量，並量，少量，漁獲ナシト操業セズ）区分して夫々その

日数を数えると，主漁場（見崎，外浦，大嶋）では小潮に多く，大潮に近ずくに従って少くなる傾向が見ら

れ響霧）併踏奥の入江新田礁業する漸寺網は全くこの逆で大醜継して／醐には漁観馳備施

利用して操業する漁具の性質上当然であろう。
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　　漁　　具

　漁具はアミ漕網が主で他に蜷か潮待網及び集魚灯をつけて行う掬網があるQアミ漕網は今より約50年前に

始められたと云われるもので当時はその名の示す通り手漕による曳網であったが現在は下層機械曳網でその

大きさは年々大型化して居り大体片袖長10ヒ・（上座30節下座27節）袋網の長4ヒ・（32節）のものが多

い。潮待網は干潮帯の落筋に大潮日に設置されるもので退潮時を利用する。集魚灯は4・5月の親アキアミ
ド
の
み を対照として使用されるが一般に6V30Wの球が使われている。

　　雌雄の形態差

　一般のPθ脇巌αθに知られている様に本種に於いても碓雄の判別には①第一腹炭の基脚の内側に雄はPθご一

捻痂（第2図）を有し雌は之を持たない又側面から見て②生殖口は雌雄何れもその位置形態（第2図A・

B）が夫々異って容易に区別が出来るQ　③産卵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♀
期㌍近ずくと雌は卵径を増してくるので注意して

見る岬灘透して欄出来るよう繊る。その　　緋』ヂー
魔は伽μ翻の後半から腹節の背部に渉り　　　　笏　　G
宋端は第六腹節に終っている。更に産卵期が近ず

くと楡卵管から生殖口迄一杯充満するo雄では放

精口の突起より上方に楡精器及び貯精襲が乳白色

を呈するようになる。以上の識別は①は体長4

．一5駝㎜から酊能となる。叉③は時期によって

畢なうが越冬個体は何れも体長18砺η盈以上であり

・夏に発生する個体は雌では12蜴柵以上，雄では8

鵬m以上から成熟して識別出来るようになる。之

等に就いは後に詳しく述べる。

含

Fig2．

P

Acetes　Japonicus　Kishinouye．

G生殖口　GonitalPo「e・
P雄一生殖器Penis．

G

　　雄生殖器，熟度及び形態的攣化

雄の熟度を知るために次の二つの方法を取ったo即ち生殖巣の熟度と交接器の形態の変化による方法であ

るo〔1）精虫の熟度をその形或いは運動によって識別することは，極めて困難であるのでここでは成熟し

た精虫が，精巣より送出されたと認められる貯精嚢

藪獺微鏡下で詠乳白色の濃淡は．てその　c　　r　B　A
増減を知り，放精の時期を判断する方法をとった。

観察の結果5月下句に貯精嚢に精虫が貯へ初められ

日毎に増加して6月上旬に充満（濃い乳白色）する

ものが87％を超えるようになって，越冬群の出現期

間中（最終は7月の初め）このまま継続する。

　7月以降の夏世代のアキアミでは第6図の示す通

り体長9㎜船以上のものには殆んど充満した貯精襲

が見られ，それ以下の体長のものは全く欠いで居る。

又時期的には成体の出現する限り9月20日頃迄は殆

んど充満しているが，それ以後は漸次減少して月末

には全く無くなっている○

s

Fig3・
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一』　“．3鴨咀
Petasma

s

ノ

B
C

！o。1薗融

a　little　developed　Spinaly
　　　　　　　　　Process（IB。L。8、8mm）

fairly　　〃　　〃　〃　（B．L．7。8m皿）
perfect　　ゲ　　　　　ゲ　　　〃　　（B。L．23．Omm）
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　C2）P伽蹴αの形態が車蝦族の種を同定づる有力な手掛りである。アキアミも叉同様であるが，更にそ

の形態の変化が特徴的である・ぞθ鰯耽αは内葉，外葉の外に内葉より分生した針状突起をこの中聞に持って

いるoこの突起が交尾に重要な役割を果すもののようで，交尾期によく発達伸長歩る。之等P蜘蹴α及び針

状突起の測定値は第3表に示されているoこれによれぱPe醐鵬の長さは5月6月は何れも最も大きく7・

8。9月は小型の末成体を除きP鵬s㎜‘5そのものは小さいが体長比は却って5・6月より大きい。10月以後

は体長の増大に拘らずP8’α脇αは伸びていない・之等に対し針状突起を見るとP8伽脚との比は5月下旬匠急

に大きくなり同じ割合が6月迄つづき7・8。9月の三ヵ月は大きいものと小さいものが混合しているo之

は成体，未成体の混合出現する時期であるために当然の結果と云えようo　lO月以後は短小なもののみで交尾

の皆無を示し叉l　l月になると突遡を全く欠くものが相当増加、しているo　（第3図）
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　　産卵　期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
アキアミの卵は副島（1926）によると有明海のものは浮游卵で直径0・2肖朋，緑色とされ，又吉田（1949）に

繊灘欝雛1蓋纐蓼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸聡．

かに直径を増し更に6月13日の調べによると卵巣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘灘
卵（第3函A）はその径を増すが充分熟したもの

は認られなかったが6月17日のものでは成熟卵（第　　　 』回閣国＿隅一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇．ぎ　馳穐4図B）が認められ産卵酊能を示していた。i即ち　　　　　　　　　　　　　　　　　勤’

こあ前後、より産卵が初まるものと推定される。　　　　Fig　4・　0へarion　egg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A。　Gonia　　B。　Ripen　Ovarian　egg，

　更に之等の種蝦が夫々成長するのが見ウれるが之等は雌では12㎜m以上雄では9㎜呪以上（後述）になると

何れも成熟して行くのが見られるo（第5図，第6図）。之等は越冬群の産卵個体に比べると極めて小型であ

る。併し之等も雌は9月8日・迄でその以後には成熟したものは全く見られない。雄の方は梢遅く9月19日迄

成熟しているが，その後は全く見られないo

　以上の小型の成熟個体は第10

図に見るよう第一回のものは7　　20

月20日過ぎに中断されて採集が
　　　　　　　　　　　　　　　10
なくなる処より産卵後は越冬群

と伺じように弊死タるものと考

えれる。即ち夏世代を作ってい　　10

る08月初めに出現する稚蝦の

場合は9月上旬迄成熟してその
　　　　　　　　　　　　　　20
後は見当らないが第『0図の成長

　　　　　　　　　　　　　　10曲線から見ると之等の大きさの

ものがそのまま連がって成長し

て行くように見えるが，産卵後　　10

は前者と同様驚死するものと考

えられるもので7この頃の水温
　　　　　　　　　　　　　　20（230）で産卵が終了し，その当

時産卵する迄に成育しなからた　　10

ものがその後威長して行くと推
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30mm
簿されるo以上よりして，本種
の産卵は越冬群が6月中頃より　　　Fi95■T「equencies　of　b一）dy『1ength　of　matu「ed　female●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lr喜e－shinden二mae）
7月初め頃迄。夏世代のものは

7月中頃より9月初め迄行われる。又後者は2回に区分されているようでこの中2回目の稚蝦は夏世代より

産卵されたものであるか，叉は越冬群に起因するかは不明であるo

0
　
　
0

冊～17

w－1Φ

棚一22

、想一2

医一8

5 16 15 20 25 30

一6一



10

30
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10

20

10

近＿17

履一1唖

肝一22

粗一16

医一2

　　●

慰一8

，医一19

　　　　　　　　　　　岱
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

5 10 薔 20 25　mm

Fig6・　Frequencies　of　body－1ength　of　matured　male・

　　　　（lrie－shinden－mae）

幼生の出現

　有明海のアキアミでは室内実験の結果卵は約3時間を浮游した後騨化し，Nauplius期約［5時間を経て

P70繍08α期になるとされているoこの期間は前期，後期を合せて約10日聞更にZoea期数日を経てMysis期に

入るが，之迄合計15日を要するものとされている。

　著者等は1950年6月下旬」；り毎月3回以上主漁場である神島周辺及び浅口郡沼岸より玉島地先をプラソク

トソネットによって垂直曳を行いこの中よリアキアミLarvaを選別したo　（4・5表）Naupliusは之等の

地区で全期を通じて採集出来なかったが痔oε030θαは6月23日に初めて採集された。産卵より経過日数5・6

日を遡ると少くとも6月r8日以前の産卵であって，前述の通り産卵が6月15日頃より初まるとすれば，この

幼生は最も早く産卵されたものの一つである訳である。全期を通じ幼生の採集した場所は笠岡湾，神島周辺

と浅口郡大島地先であって，之より東の玉島地先には採集出来なかったが，この部分は採集回数が少いので

．確言出来ないが親蝦の採集が出来た点から考えて他に比して極めて，少ないが当然棲息するものと推定され

る。最も多いのが笠岡湾内のレソガ工場前及び見崎であるが，最も入込んだ入江新田地先では全然採集され

なかった。之等と1951年の結果と合せ幼生の分布は大体次の如くに云い得去う。即ち笠岡湾内の奥部（木の

子島附近及ぴ入江新田等）は幼生は棲息しないが，棲，憲しても僅少であり，之等以外の湾内は全体に相当濃

・密に棲息するものであり，湾外即ち神島外浦，大嶋地先は湾内に比べて少ないようである。

　採集の終期はPア’・碑oθαは9月19日鞠旛は9月29日で之等は9月15日頃に産卵されたものであろうo
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Date

1950

W－23
　W－26

　冊一15

皿一5
皿一23

皿一25

K－5
K一ア
K－8

K－15

K－19
K－26
X－29

Coast　of
sniken

○
｛自

□

4
2
2

Coast　of
Rengakoad

｛0　　2□　　　4
△　　　『

□
lR

1婁

4
『

2
7
2

Misaki

□

O
□

△　　　2

｛2　1

△　　　3

S）tonra

□

Zorth
Takasbima

□

Fnme

□

Qshima

△

Table4　appeareme　of　acetes　larva　in　I950．　O　ProtozOea　□　Zoea　△　Mysis

Date

1951

W－22
皿一9
皿一25
血一lo

顧一27

K－12
兄一26

証一rO

Coast　of
Renga
koba

／27

瓢isaki

1貿

｛1

Off

Ashida－
kawa

△

Near
Ashida－
kawa

Eeast　of
Minos－
hima

｛2

Off
Hirodai

0　　2

｛21

Coast　of
∬lobira

○

South　of
Kinokos－
h産ma

Table5　ApPearence　of　Acetes　Larva　in　l95．1　0　　Pr（》ozoea　　口　Zoea　　△　Mysis

　　Mysis　stage　larvaの同定

　幼生の出現時期及び分布に就いては，既述の通りであるが採集したP剛oyoθα後瑚，Z《）ea，物廊に就いて

Zoea期迄は既に有明海のものが副島により明らかにされているが，M鋼8期のものには触れていないo筆

者等がM鄭期を採集した最初は1950革8月23日レソガエ場前（笠岡湾内）であったが，後述の幼生の成育

が正しいとすれば当然6月下旬には棲息しているものξ推定されるo幼生の採集された期間は6月23日より

9月29日であったo

　次に採集された各stageの幼生の大きさを測定したがその結果は下記の通りである。

Pア0伽0εα　後期

Zoea　　　　　期

乃鞠棚　　　　　期

Adult　formの最小型

体

〃

グ

〃

長 0。6’rソ0．7・冊ηゐ

『．0’｝1．6

1．7～2．5

3．9

胸甲長　0．3～0．25

・〃　　　　　　0．5～0．6

グ

〃

0．5’）0．7

1．4

　アキアミ物趣期（第7図）と同定した栂拠はZ（）ea後期は車蝦族の特徴と．しての胸伎5対を備えているが

⊆この内第二胸岐より第五胸技は始痕）ノ吻鵬期に入ってアキアミの特徴である第四第五胸枝を消失している

ことであるQ第四第五胸肢を欠く蝦はアキアミと同科の翻吋σ及びサクラエビの躍醐勾op禍期（物廊期の次

のものAdult　formの前期幼生でこの期のみに2脚を欠く）のみであり，サクラエビは岡山には産しないこと，
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“

噂

緩　，、切

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死　　　　　』一一一一一一

　　H一　　　　　’　　　　1mm
　　Fig7，Po3tProtozつ9asta菖e　　　　　　　　　　　Mysisstage
加好σは棲息するがアキアミ産卵期の終期に初めて出現づること又乙鵬アαの物棚期は新．蝦の著しい特徴的

な形に似ているのでアキアミとはっきり区別されること。又体長を調べるとZoea期とAdu1毛f・）rmの最小型

の中間に相当すること。又体形がAdultformに近似していること等であるo

Bodylength
Carapace　Iength
C．　width

RQstQrum　leロgth
Spine　in　lateraI

marginof　Corapace
Spine　in　Anterolate－

ralmarginofC・
SpineinPosterolat－
eralmarginofC．
Antenule。
Antenna
Somite　of　Thorax
and　Ab（10men

Appen（1age沁Cara－
paqe

Pleopods

Te1SQn

Pζotoz（）ea

0．77
0．51

0．39
0．『7

0．17

0．12
0．06

0。1ア

0．34
0。28

8

developed3ma－
xillas．

Pereiopods．

2nd　Zoea

ID　l5

0。63
0．50
0．20－

09口

　　　0．20

　　　0．【7

　　　0．50
　　　0．31

Thorax　　6
Abdomen6

Basisin5！alittledeve1・P二

bifurcate

developed　3査ia

ed5Pere三〇20ds

bifurcate

3rd　Zoea

1．45

0．50
0，282
0，282

0，250

　　　O　I67

　　　0．45

　　　0，384
Th．　6
Ab．　6
3Ma。　l　st　Pereiop；

、vell　deve1Qpe．2nd
一5ヒh　Pereiopod＝

1ittledevelpe、

Appeaf　basi3　0f
5pairs　Pleopods

bifurcated　Telson

Mysis

1．96
0，655
07635
0，069

None

None

　　　　　Ab・軽

3Ma。Ist－3rdPereiopo－I
d
二
w eIldeve1・pe．4th－5－
th　Pere圭（）P〔）（1：disappear。

well　deve1Qp　lst一3rd　P1－
eく》pod　basis　in4th　　and
5th．P1．

andbasis。fur。一lsho「しb三fu「catedTels・n・

P・d　　　iwelldevelopedur（）P・d
　　　　　　　　　　l

Table　6 Form　and　Length　of　every　larval　s毛age・
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　　稚蝦の出現

　My棚期後期で採集した最大のものは体長2・5凋㎜であったo又親型で稚魚網で採集したものは，3・％㎜が

最少であった。普通8㎜呪位で％のThe1ycum及びPetasmaが明らかになるが，5㎜m位でPetasma始痕が

判るものも相当あるo稚蝦の採捕の初めは入江新田で［950年では7月8日翌年は7月10日で，その大きさは

5～9吻㎜に達していたo

　繁殖期の7月より10月のアキアミを湾内静穏区・急潮区・中聞区の三つに分けて比較すると8挽m以下の

稚蝦は7月8月はどの海にも採捕されるが，9月心なると湾内水研前及び湾外の急潮な場所には採捕されな

い。叉中聞区の見崎でも9月上旬迄採捕されるが，以後は採捕されない。一方静穏区では9月中は勿論のこ

と10月上旬にても猶採捕された。

　又数量的にみて静穏区に最も多く中間区之に次いで居るo

　以上よりみて稚蝦は湾内静穏な海区に群棲し最も早くより出現し，叉最もおそく迄棲息するもので，幼生

と大体棲所を共にすると考えられる。併し最も湾奥の大潮干潮帯の入江新田ではいままでのとこは幼生が採

集されないにもかかわらず，稚蝦の出現が最も早く又最も多い事は発生後の移動の変化を暗示するもので興

昧ある事実であるが，移動の詳細は今後の研究に待たねばならない・
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成　　　長

　4月から12月に笠岡湾の内外で採集したアキアミの体長分布を第7表及び第8図，第9図に示したが稚蝦

の最初の採集は7月8日である。産卵期項で述べたように越冬群の雌の卵巣が成熟して産卵が初まると考え

られるのが6月中旬でありProtozつea初めの採集は6月23日（1950）である。それから稚蝦の採集までに約

15日を経過している。前述の通リクルマエビの飼育実験（藤永）で∬勾編期になる迄約15日間を要している

が自然下では当然之より短い間に成育することが想像される。班厩s期間及びその後の期間を加えて7月8

日に採集した稚蝦は産卵後25日前後を要したことになる。越冬後の4月19日から6月26日迄に採集した親蝦

の体長分布は何れも17㎜m以ヒを示しているから7月8日以後の8蜴㎜以下のものが窺群と同じ年令層にぞく

して越冬して来たものとはとうてい考えられないo従って7月8日以後のものは何れも当才の蝦と考えて間

違いなかろう。稚蝦群の成長を第10図及び第8表に示したが，越冬群より生れた最初の稚蝦は極めて早く成

長している。又之等は小型の内に成熱して産卵する。第10図は産卵後は弊死することを示しているづ之は夏

世代の短期世代のものと考えられる。之等のものは最大雌は17四m平均I　l。33㎜m士2．14㎜％雄は最大12鵬ηみ平

均9・51犯・η士1，034加ηに達しているQ次の7月28日～8月2日に出現している稚蝦は之等の夏世代に起因す

るとすれぱ産卵から20日前後で

成長したことになる・又越冬群
　　　　　　　　　　　　　　　20
の後期の親に起因づるとすれば

　　　　　　　　　　　　　　　1035日前後となるo前者だとすれ

ぱ第一回の稚蝦の成長より更に

早いことになる。之が何れに起　　m

因ナるかを決定するには猶今後

の研究を必要とする。之等の成

長も極めて早く9月8日の雌の
　　　　　　　　　　　　　　　10成熟個体の最大14’ηm，雄は13

鴉mに達しているo雄は猶9月

19日迄成熟個体が残って最大16　10

m肌に迄成長しているo既述の

ように之迄に成熟しなか石た個
　　　　　　　　　　　　　　　10
体はその後『1月迄成長が続けら

れて行くのが見られるoそして

最大2碗彿に達し春の出現の体　　10

長に近似している。1月から3

月の期間には殆んど採集が不可

能で何処に越冬するカ・明らカ・で

　　　　　　　　　　　　　　　10
ないカミ併し催i少である力丈笠岡湾

内のレンガ工場前‘水深約5疲）

で1月2月に採集しているから　　10

お・そらく割合に静かな海区で水

温も余り降らないような泥底質

（レソガ工場の最低水温60C）

に越冬することが想像される。

又この期聞の成長は殆んどない

事が両者の比較から判る。

　4月から6月迄の成長も割合

玉0

“一17
0
　
　
0
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

、1－8

、猛一710

租＝14

剛一2
0
　
　
　
　
　
　
0

題一28

▽盟一2

咽一16

医一2

医一8

K－19

4　　6　　8　　10　12　」4　164　6　8　10　12　」4　16　18　20　22　24　26　28mm

Fig8． Frequencies　of　body－1ength　of　female　at

1ries駈inden－nlae．
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に少く4盈鵬前後であるQ結局越冬群は

雌は最大28㎜偽平均24・03±1・62㎜肌，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
雄は25舵砺平均2L62mm迄に成長するQ

　以上よりして本種は越冬世代の大型群

と夏肚代の小型群より構成されているo

夏世代群は1回乃至2回を繰返して越冬

群を産卵するといえるQ生物最小型は越
　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
冬世代では雌雄共にD碗mであり，夏世

代のものは雌は12物％，雄では9蜴㎜であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10るo

Flg9．　Frequenc量es　of　b，dy－length

　　of　male　at　Irieshindea－mae。

　　□　immature　　露　matnre
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X－7
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ヌo

46810ユ214且61S20222壬26mm

！
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、、騒 朕 x
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誕、

Fig　I　O．　（3rQ、vtll　curve　of。468齢ゴで‘p伽ゼα48in　Kasaoka　Bay．
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　　1、Oca－Date
　　tion
50F

L▽司6

1▽一22

▽一10

▽一24

▽一29

W－5
w－1ア

W－26
皿一4
辺f－8

皿一10

皿一14

皿一22

冊一28

皿一2
照一16

笈一目

K－19
K－29
X－7
X－23
X－30
斑一け

X1－24

X【一27

A
B
A
C
ケ

ケ

ケ

ケ

A
D
ケ

ケ

ケ

〃

ケ

A
ケ

ケ

E
ケ

A
〃

〃

ケ

ケ

9

No．

50

50

28

51

34

46

5〔）

3

0
25

6
51

63

18

25

9
50

50

950δ
50

50

50

50

50

39

mean

19．82

21．44

23。ぐ6

22．69

22．9年

22．54

24．08

26、43

6．4

6．0

口．33

10．9

8．0

5．8

9．84

11－9

12．99

5．30
［4．60

ig．6

18．30

20．8

21。8

19．95

　　　Coef飯le丘tStandard
　　　of　variabi－deviation
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士37793

士1，687

士㌧269

士1，239
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士1，349

±1，624

士0，894

士2」43

士2，157

±0騨785

±1，744

士1，044

士［，208

士1，237

士㌧845

士2フ308

±2，207

士1，718

士ら970

士2，521

19。25

7．85

5．40

5．46

8．53

5．98

6．▽5

13．97

18．75

19．75

9．82

30．8

8，76
8．3【

23。30

［2．62

11．78

12．Oア

8．25【

9。0ヰ

［2．92

δ

No．

46

61

15

81

5〔）

50
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0

19

1【

74

65

21

10

【1

50

50

5〔）

5〔）

5（）

50

50

46

Mean

17。85

20．57

22．07

21．46

2「．62

21．52

21．62

23．60

6。74

6、1

9◎5卜

9．16

8．29

7。5

8．56
【0．8

12．94

14。20

18．8

17。50

20．2

19．64

19．67

Standaγd『
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士47020

士1，181

士0，998

士【，241

＝ヒ1，123

士1，221

士らi98

士0，961

士1ラ039

士㌧32［

士1．13

士0．5

士1，165

士1，502
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士1，973

士』791

士1，362

士1，493

±176G3

Coβ鮒ci帥し
（）f　vaτiabi－

lity

21．75

5、ア5

4．52

5。79

5。34

5．68

5，54

14．25

10．92

14．43

13．64

6．66

10．8

11．61

10．89

10．49

10．28

6．75

7．61

8．16

sex

rati（）

1。087

0．820

1．865

0．629

0，466

0。383

1．307

［．314

0．、689

i．315

0．857

2．50

1．767

1．【25

1．241

0。676

1．OI7

1．160

0．8ア3

0．847

averaσe
lO91

Table8・　Average　Body－1ength　Of　Acetes　in　Inner弓ay・

　A＝Suiken－mae　　B：KasaQka－nishi　mlnat、）　C；Su虹kea－P、）nd

　D；Irie－shinden　E：Rengak6ba－mae

相封成長

　（1）　胸甲長と体長，　　体長とは眼柄の基部より尾節の末端迄を測定し，胸申長は眼柄の基部より胸

甲の背面中央の末端迄を測定したQ

胸甲長と体長の相関は次の様な直線を以て表示出来る（第iO表）

　　　　雌　σ＝1・1814乙＋Ll29　　雄　y＝0。1801κ＋2。043

　　　　（体長範囲），　『0槻～20㎜珊）　　　　（σ＝胸甲長，L：体長）

　（2）　体長と体重　　各個体の体革の測牢は小型のため犀梅めて粗雑になり易いので，少くとも50尾

以上を一括測定したものの平均体重との相関をとったQ

夫々の数値の対数は直線を示す。（第9図）

　　　　雌　躍＝2・249xlO－5五2・75、

　　　　雄環＝2・642xl！5A2・66　　 （昭＝体重g・L＝体長隅）
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Cara，ace1、enσth

　m　m
2．7

2．8

2．9

3．0

391

3．2，

3．3

3．4

3．5

3。6

3．7

3。8

3．9

4．0

4．1

4．2

4．3

4．4

4。5

4．6

4．7

4．8

4。9

Body Length

♀ 11

δ

N

I
I
7

瓢ean N

　Tn　m
IO．00

10。40

口　I　I

l　I．67

12．50

13．00

i3。70

14．25

14．40

15．16

15．05

17。09

16．60

17．26

17．40

17．85

18．00

18。30

19．65

19．64

20．90

1
2

3
5
8
4
7

7
5
15

　！

10

4
13

4
5
3

Mean

10．00

10．60

10，80

12．10

12，84

12．60

12．75

13。95

i4．86－

15．64

16．5『

17．70

17．78

18．44

18．33

18．06

19．00

20．33

Table9。　Relati（》n　between Carapace　and　B）dy－1ength・

　w

＿2．ひ

28

2．？

一一2．6

＿2．5

－2唖

＿2．3

　一z淀

＿2．1

Eig

　　　　　　薫・o　甚藩　曹　　・棘

l　I．　The　CQrrelation　between　B（）dy　ref、gth　and　W6iゑht

疏m，
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　　移　　　　動

　漁場が時期と共に常に西部より東部へ，叉漁期の末期に湾外より湾内に移動する事実は毎年認められるQ

併し之はアキアミ自体が移動する結果か否かはこの事実のみから推断することは出来ない。前述した通り産

卵直前の親蝦が多少に拘らず沼岸入江に棲息しているQ幼生も干潮帯となる入江を除いては殆んど採集出来

る。叉それより成長少る稚蝦は入江や静穏な海区に多数群棲するo之等より考えると漁獲される海区には何

れも或る程度の地子と云うべきアキアミが存在すると云い得るo併し幼生，稚蝦及び威蝦の地区別の漁獲数

量より見る時，漁場の移動と併せて大部分は蝦自体の移動が行われると考えられるが，同時採集の体長測定

値から明らかにその差をみる迄には至らなかったQ併し部分的に刻々移動の行われる場合に同日に採集して

も時刻のズレがあれば差の現われない事は当然起り得る事である○以 ヒよりして，移動の大略は次のように

推定されるQ

　浮溝幼生（卵よりNau、）hus　st4geに関しては一応除外する）は比較的静穏な海区に浮游し自らの溝泳力

の増加に伴い或るものは更に餌量叢富な奥部に移動し稚蝦時代の前半を過ごし後半には湾口を経て湾外移動

する。叉或る群は稚蝦の頃より湾口，湾外部にあって10月初め頃迄は前記の通り夏世代を終了し起冬世代と

なって成長したものが漸次東方移動し1明から！2月に玉島地先（漁場東端）に達するのが普通である。併し年

により極めて早く10月の間に，産する事があるQ又一方漁．穫盛期の終り頃（10月下旬叉は！1月初め）一部は湾内

へ入るので漁場が中に移動して多く操業される。その後は漁穫量にも表はれているように殆んどなくなるの

で冬期の状態を明らかにすることが困難であるが，慮か乍ら湾内の静かで比較的水温の高い海区（レンガ工

場前）で採集される処より，このような海区に越冬する事が推定ざれる。併し春季4月の出現量が冬眠前に

比べて極めて少ない処より冬期の間に幾死するもの或いは食害されるものが多い事が考えられる。

　　憲　　　　　　　ム
　　胴　　　　　　　　　口P

　9月上旬に出現する小型の夏．世代の親蝦から生れたものが10月に生産される越冬世代のものと推定したが

、之等が成長曲線より見て10月末か1『月迄に大部分の成長を遂げて越冬して春から祝夏の最大形となる。そ

の後，7月に採集される蝦は前述の通り今迄よりずっと小型で夏世代のものに代っているo　I951年でも7月

30日迄越冬群が少し混獲されたが，その後は同様，採集されなかった。以上よりして越冬するアキアミの寿

命は9月より6月叉は7月末即ち10ヵ月乃至11ヵ月と推定される。次に6月中旬からの越冬群より早期産卵

された夏季世代であるが，前記の通り体長12恥協以上になると産卵するが之等は越冬群と同様産卵後聞もな

く鮪死するものと推定されるから之等は極めて短命で25～50日を以って世を終ることになるQ以上より越冬

群の寿命は10ヵ月乃至11ヵ月夏世代は25乃至50日と推定される。

　　性　　　　比

　一年を通して見るに雄に対する雌は最高3，077（5月ア日）最低0・584（6月5日）平均1，155で梢雌が多

いように思われるQ駿河湾サクラエビは産卵期に於いて，特に雌が多いとされて居り，朝鮮産アキアミも産

卵期に雌が多いとされ，叉有明海の佐賀水試の調査で雌が常に相当多く出現すると云われているが，岡山県

の資料では顧著な傾向を見ることが出来なかったQ

　　水温との關係

　田内式恒温装置を利用して高盈に対する抵抗試験を二回試みた。温度範囲は36．OQC～250Cで5段階に別

けて行った。之等の結果を綜合すると300C以上では5り分以内に罪死し，28。C以 とでは4時聞以内に大部分

麗死している。それ以下では蜷か哀弱する程度であって結局致死温度はこの実験に於いては28。Cと考えら

れる。同様な方法で行った

ア　　カ　エ　　ヒ

スベスベェビ

エビヂヤ　コ

スヂエビモドキ

漉即泥・8・P8εsδ4伽・‘s（48磁4％）は32。C。

Pαr叩e伽e・∫s∫sご8副」α（βαごc）は35Q～330C。

σ矧加α鷹旛　（（♂8遅α伽）は33QC，

L8‘1ηゴ81・s8漉68η＆ぱ鵜p隅・ηは33。0。Cで之等に比ベアキアミは高温に弱いようである。
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　併し之等に対し棲息現場の海況を見ると笠岡湾内では最高28，50C（8月）又湾内の入込んだ入江新田の

干潮時の採集現場で最高31・6。Cに達していたが特に幾死の現象を見なかった。実験との差違に対寸る吟昧

に対し充分な資料が無いが実験値以上に耐える事は確実である。

　実例より見て夫々の水温範因を考察するに次の通りである・

　「産卵期水温　　230～270C

　成長期”　　lgo～27。C

　漁期水温。　　稚蝦出現初期　2アCo，　　盛漁期　220C－240C

　　　　　　　　終期　HOC　1漁期最低水温60C
　　　　　　　　　春季の出現期水温　13～r40C

有明海・朝鮮並びに中ノ海産アキアミとの比較

イ，漁期の相違　　朝鮮では冬の2月より3月中旬迄を除いた他の時期は一応標本の採集を行い得る（吉田

　1946）叉有明海では朝鮮以上に周年に近い漁獲が得られ，その盛期は7月一10月にある。中ノ海は最も岡

　山県に似て冬季より春季は極めて少ないようであるが，漁期はやはり7月一旧月にあるo之等に反し笠岡

　附近の漁場では漁業が行われるのは春の4月中旬より5月初めの短期聞及び9～12月，年により1月上旬

　に及ぶ期間でこの中，県統計は現われる漁期は9月中頃よりI　l月迄の50日聞であるo

ロ，・体長の相違　　朝鮮では最大型（夏季）・が平均35渦聡最大40η恥に達するo有明海の最大型（6月下旬）

　も平均35鴨鴨，最大4『砺ηで朝鮮のものと殆んど差が無レ㍉中ノ海のものは9月下旬の僅かしか資料を得て

　いないが，同時期のもので比較すると岡山県のものより少し大きい，以上より見て岡山県産アキアミは何

れよりも小さく初夏6月下旬の最大型で28瀦漉に達する程度に過ぎないo

ハ，胸甲長と体長の相関　　有明海，中ノ海，岡山のアキアミの胸甲長（σ）と体長てL）の回帰直線σ＝砿＋

　δを測定値より夫々定数α緬を算出すると下記の通りであるo中ノ海及ぴ岡山産は極めて体形が似通ってい

　るo

産 地

有　　　明　　　海

中　ノ　海

岡 山

？

容

♀

6

a

0．24

0．1889

0．1789

0．［814

0．18DI

b

0．02

．216

．465

。［29

2．0争3

備 考

体長　【8、抽m以上　9♂共

体長9－20皿肌

体長　10－20’7轟肌

二，卵径，卵色，前記の通り熟せる卵径は有明海0・25皿η潮鮮0・25㎜mで略同一であるが・岡山産のものは最

　大9，17肌㎜に過ぎない。叉卵色も，朝鮮産では始め淡青色熟して燈色を呈するとされているo及有明海産

のものは梢熟して淡黄色，熟ナると淡緑色或いは，燈色を呈すると云われているが・岡山産では最鋒迄無

色であるQ
朝鮮及び有明海のものと，岡山県のものとの聞には以上の如く生態的にも形態的にも相違が明らかに認め

　られるQ併し中海のものは岡山県のものに極めて近い。上記のものが別種であるか否かは今後充分検討し

　た上で決定すべき事柄であるo

　　繁殖保護封策

　岡山地方に於けるアキアミはその年の海況，天候に支配される事が多いように漁業者の間に云われている

。即ち5月に雨の多い年，7，8月に好天が多い年は豊漁とされ，9月の台風はアキアミを減少させる等が

云われているが，之等は永年の統計の整った折に確める積りである。とに角アキアミは天然の支配力に左右さ

れて積極的な人工増殖方法では充分な効果を挙げることが困難であることが予想される。併し消極的な増殖
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方法に就偽ては充分考慮の余地があると思ふ。　　　　・、「、

　第一にとりあげられることは漁期の問題である，既述の通、り産卵時期は6月中頃よ砂初まり途中世代が代

って9月中頃迄続くが，この期間中の漁業は岡山県では6月，7月は皆無，8月は弔により稀れに行はれる

だけであるから問題は9月以降にあるo上旬は帯により中頃迄は既述の通り産卵が続けられその後産卵が終

っても9月末迄は（年により10月に及ぶ）稚蝦の出現が続いているo従来8月及び9月中頃迄に漁鶴された

ものは高温多湿の関係と脱皮の多い為に体が軟弱で極めて腐敗し易く，肥料となり勝ちであるo

　秋『0月の盛漁期のアキアミが9月上旬頃の夏世代の成熟蝦より産卵するものと推定される結果，少くとも

9月上旬に相当多量に出現するアキアミは全部漁墜を禁止すべきである。9月上旬以後の成長は著しいもの

があるから，之等が充分伸長する迄は成るべく漁獲を控へるが得策であるQ以上を実行すれば稚蝦の増加と

個体の成長を合せて著しい増産が望まれると思う。猶岡山県では1951年度より9月20日を解禁日に定めて，

増産に努めることになつた事を附記する・

　　摘　　　．要

声本研究は岡唄県の重要水産物，アキアミの主として生態に就いて行った。

2・調査方法は笠岡湾内外が本種の主漁場である為に此処を中心に行ったが比較材料として有明海及び中ノ

　海の資料を集めた。大体毎月二回稚魚底曳網を神島周囲に曳網する他，ピーターソン稚魚網を浅瀬で併

　用したが盛漁期処は餐漁場より業者のものを集齢た0

32漁期の漁獲状況を見ると，小潮に多く，大潮に少い傾向が見られる。

4・雌雄の識別は，Peヒasmaの有無の他にgeqital　pつreの位置及び方向の相違によって容易である0

5・P～ヒa淵aの形態的変化は牽卵期瞳るとspiaaIypr・）c≧ssが長く延びる。

6・産卵期は6月中旬かう9月上旬であるQ

7・Pγ・）toz）ea　s捻ge　laでvaは6月下旬から9月下旬迄出現するが湾口音1～に多い傾向が見られる0

8・稚暇は湾奥に多く棲息するQ出現時期は7月亨ヒ旬から10月．ヒ旬迄で盛期は7月上旬から9月下旬迄であ

　　る0

9・本種には越冬世代（長期世代）と夏世代（短期世代）が存在し，前者は最大体長雌28渦脇，雄25鵬ワB。後

　者は碓17伽，雄1臨鵬に成長するo
rO・F胸甲長と体長は次の式で表わされる。

　　　　　雌6；0・1814L＋IJ29　雄6＝0．18⊃1乙＋2．043

　　　　　　（体長範囲10－20協偽）　　　　　6：胸甲長，　乙：体長

H・体長と体重は次の式で表わされる。

　　　　　雌　IV；10・5x2．24％2・75

1詫　　雄　IV－10－5×2・、6与24ゐ・266　　　　｝角体重ン・乙；体長

r2．寿命ほ越冬世代はrO～r1カ月，夏世代は，25～50日　．

13．各水温範囲は次の通りである。　産卵期　23－27。C　　成長期　19－270C　　漁期、22～240C

　冬眠初期　1［OC
l4』 有明海，・朝鮮及び中ノ海産アキアミに比べ次の点を異する。

　最大体長一載鮮　40漉㎜，　　有明海　41㎜％，　　岡山　28肌～1昌，

　漁獲盛期，　有明海　7～10月，　岡山　9～l　l月

　胸甲長と体長の関係方程式　　σ＝α乙＋6では有明海のものは岡山に比べ偲の値が大きい。

　成熟卵径は有明海，朝鮮は0・25脆㎜，岡山は0．17η醗

　成熟卵色は朝鮮は燈色，有明海は淡緑色，岡山は無色，

15。繁殖保護対策としては稚蝦の出現盛期（岡山県は9月25日頃迄）の終了迄漁壁を禁止ナることが最も簡

　、単な増産方法と考えられるQ
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　　　I952一し月・
　　　一；大阪鐙』

R＝0．3277十〇．014851、

平均をとると，　1で3．2mm

大体分離しているoるものと思われる

　（G。W／（T．L）3

360，　480，　400

　G．W　　　＿50．1　（TL）3

　G・W＝4．o
　（T・L）3

ロ相当数

郷繭の底曳纈業と其鞭
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